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当一羊館の理念について 

 

 

今回は当施設の理念についてまたお話致します。様々な機会で理念という言葉は聞くと

思います。 

会社などの何か事業を行うに当たってはその基本の柱である理念が無くては成り立たな

いと云われています。 

社員一人一人が間違った方向に行かないように、会社全体が間違った方向に行かないよ

うに、社員一人一人が社会貢献をしているという自覚を持てるように、仕事へのやりがい

を持てるように、そのために理念はあります。 

 

同じような言葉に使命・ミッションと言う言葉があります。しかしこの二つは意味合い

が全く違います。使命とは客観的な役割を指しますので誰が行おうと役割も目的も同じで

す。社会的な要請に基づくあるべき姿・役割が使命です。 

 

一方理念とは、それぞれの会社によってそれぞれ違って良いのです。同じ意味合いをも

ちろん含んでいますがそれぞれ会社毎に決めて、それぞれの社員達はそれぞれその会社の

理念の元に自分自身で考えかつ行動する自立・自律する人材に育って行きます。この理念

は事業計画のように短期で変更するものではありません。 

 

家族で云えばその家の家訓のことです。歴史で言えば毛利家の家訓の「三矢の教え」で

す。ディズニーランドの創業時理念は「総ての家族に幸せを」family entertainmtだそう

です。トヨタの理念は「日本に自動車産業を根付かせる」だったそうです。 

逆の見方をしますとその理念に賛成できないということはその会社の社員ではないとい

うことでもあります。 

 

 当一羊館の理念は「利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！」です。 

 その元に行動指針が下記のようになっており、具体的な行動の羅針盤が決められてあり

ます。 

 

私達も、日常業務に従事する中で、我が社の理念を忘れずに、自分で考え行動する人に

なっていきましょう。 

 

 
老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者の QOL・職員の QOL・健全経営の３立を目指します。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 


